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義足の研究者との出会いが、
義足への考え方を変えた
私がこうした研究に取り組んだ
きっかけは、大学院でロボット関
連のプロジェクトに参加していた
頃、仲の良かった後輩が骨肉腫に
なったことです。脚を切断した後
輩を歩かせてあげたいと、ロボッ
ト義足の研究室を探していたとこ
ろ、マサチューセッツ工科大学の
ヒュー・ハー先生に巡り会いまし
た。
この先生は、ロッククライミン
グ中の事故で両脚を失ったあと、
自分で義足を作って競技を続けた
方です。先生と話したことで、障
がいに対する考え方がガラっと変
わりました。それまでは「障がい
者になることはマイナスだ、かわ
いそうだ」と思い込んでいました
が、先生は「脚を失ったことで体が
軽くなり、岩にしがみついていら
れる時間が伸びた」「義足の長さを
変えられるので、より遠くまで届
くようになった」など、脚を失うこ
とによって得られるワクワク感も
あるのだと教えてくれました。
なかでも感銘を受けたのが「身

義足の会社ではなく、技術
で多様性を表現する会社
私たちの会社、Xiborg（サイボー

グ）は「義足の会社」と思われがち
ですが、実はもう少し風呂敷を広
げています。会社のミッションに
「new perspectives of Human」と
いう言葉がありますが、そこには
「テクノロジーを活用することで、
人間があらゆる多様性を表現でき
るような社会を目指す」という思
いが込められています。
人間には様々な多様性がありま
すが、その表現の仕方に合理性が
なかったり、社会に適合できなかっ
たりするとマイノリティーになり
かねず、それが社会課題となって
います。障がいがあることも多様
性の1つで、そうした人々のために
車椅子や義足、医療福祉がありま
すが、そこに費用がかかりすぎる
と社会的な負担になりかねません。
「経済的・社会的な合理性」と「多様
性」をいかに両立するか。この課
題に対する1つのアプローチが、や
はりテクノロジーだと思っていま
す。

体障がいというものは世の中には
ない。ただ、技術の方に障害があ
る」という言葉です。「世の中に障
がい者がいるのはテクノロジーが
未熟だから」という意味で、これが
私の研究活動の原点と言えます。

障がいが社会から多様性
として認められるためには
私たちが研究しているロボット
義足というテクノロジーには、2つ
の方向性があります。
1つが「失われたものを補完する」
というもの。コストなどの問題で
商品化には至っていませんが、研
究レベルでは見た目も機能的にも、
人間の脚と変わらない義足ができ
つつあります。この義足が実用化
されたとき、それを装着している
人は社会から障がい者として扱わ
れるでしょうか。
眼鏡が普及したことで、視力が
悪いことを障がいと感じなくなっ
たのと同様に、人間に近い義足を
作ることで、脚を失った人間も障
がいを気にせず生活できるように
なるはずです。
もう1つが、「義足によって本来
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「エグゼクティブセミナー」記念講演

義足エンジニアの技術革新
～100メートル世界最速への挑戦～
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講演録の機能を上回る」というもの。高
機能な義足を装着することで、よ
り早く走れたり、より高く跳べた
りと、従来の人間の枠組みを超え
る可能性が生まれています。
脚を失ったことをマイナスに捉
えるのでなく、健常者に戻ること
も、より機能性の高い脚に付け変
えることも選択できる、そんなチャ
ンスと捉えることもできるはずで
すが、そうなるには技術的な課題
に加え、それが受け入れられる社
会になっているかも問われます。
このため、私たちは義足を開発す
るだけでなく、義足にはこうした
可能性があることを社会に伝え、
提案していくということも、一貫
したプロジェクトとして取り組ん
でいます。

義足の可能性を
社会に伝えるべく

多様なプロジェクトに挑む
ロボット義足の可能性を社会に
伝えていくプロジェクトとして、
例えば、テクノロジーをまとった
障がい者による「サイバスロン」と
いう競技会に参加しました。また、
乙武洋匡さんの義足装着プロジェ
クトを立ち上げ、マスコミでも大
きく取り上げられました。
最もインパクトがあると思って
いるのが、講演のタイトルにもあ
る「100メートル世界記録への挑戦」
です。現在、日本やアメリカの義
足アスリートとともに、より速く
走るための義足の開発に取り組ん
でいます。
実際、義足のアスリートはすで
に世界中で活躍しています。例え
ば、2012年のロンドンオリンピッ
クに出場したオスカー・ピストリ
ウス選手は、オリンピック史上初
めての義足ランナーです。最近で
は、走り幅跳びのマルクス・レーム
選手がパラリンピックの世界記録

を出しました。ピストリウス選手
はスポーツ裁判所に訴えてようや
くオリンピック出場権を勝ち取り、
レーム選手もオリンピック出場を
希望しているものの、いまだに適っ
ていません。そこには「本来は健
常者よりも劣っている障がい者が、
テクノロジーの力を借りて差を埋
めるのはずるい」という考え方が
見え隠れします。
研究者目線で言えば、ロボット
義足と人間の脚ではダイナミクス
が異なるので、同一に競い合うも
のではないと思っています。ただ、
障がい者は健常者よりも劣ってい
るという現在の見方を変えるには、
障がい者が健常者よりも速く走れ
ることを実際に見せることが、大
きなインパクトになるはずです。
「障がい者＝社会保障の対象」で
はなく、障がいはあるけれども、そ
の中でメリットがある部分を見つ
けて社会に役立てようというのが、
今のダイバーシティのムーブメン
トの1つ。障がい者に対する世の中
のマインドセットを変革すること
が、そうしたムーブメントの一助
となるでしょう。

自動車産業における
F1のような存在を目指して
実際に障がい者スポーツに取り
組んでみて痛感したのが、社会の
関心の低さです。パラリンピック
に関心はあって
も、競技を見に行
くほど興 味 を
持っている人は
非常に少ないの
が現状であり、そ
こに強い危機感
を覚えています。
テクノロジー
が社会に普及す
るには、自動車産
業におけるF1の

ような、最先端のものが集まる場
所が必要です。そこにスポーツと
いう付加価値が加わることで、お
金が集まる市場が生まれ、それが
資金となって産業を発展させます。
義足を含めた医療福祉系の産業に
おいて、F1のような役割を果たせ
るのはパラリンピックしかありま
せん。もっと盛り上げるための努
力が必要だと思いますし、私たち
も義足アスリートとともに様々な
取り組みを展開しています。
代表的なものが、ソニー社と協
力して2017年に立ち上げた「渋谷
シティゲーム」です。世界トップ
クラスの義足アスリートが渋谷の
公道に設けたトラックで世界記録
に挑むもので、多くの観客が集ま
りました。この成功を見て、パラ
リンピックは見て面白いもの、もっ
と集客できるものだと手応えを感
じました。
私はエンジニアですが、技術開
発だけでなく、義足歩行者が自ら
に合った競技用義足（=板バネ）や
ひざ継手を試せる「義足の図書館」
などの各種イベントやプロモー
ションを通じて、社会の注目を集
めて意識改革を促しながら、テク
ノロジーを世の中に定着させてい
くというプロセスを担ってきまし
た。2020年までに、このモデルを
確立して、2024年はパリ、28年はロ
スでと、グローバルに展開してい
きたいと思っています。


